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諸外国では保菌率
が日本より高い。
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侵襲性髄膜炎菌感染症の検査
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侵襲性髄膜炎菌感染症の
積極的疫学調査
（5類 直ちに届出）

IMD 発生時対応の目的は探知された患
者及びその感染源を発端とした感染の拡
大防止であり、症状の進行の早さとその
重篤度から患者が１例でも発生したら
「アウトブレイク」と捉え、「即対応」
が原則となる。
IMD 患者が発生した場合、患者本人の治
療はもちろんのこと、できるだけ速やか
に、かつ効率的に患者情報の収集を実施
することにより、濃厚接触者の把握や2 
次感染予防のための対策（予防投薬や緊
急ワクチン接種）の実施対象範囲を決定
する必要がある。
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検体採取にご協力
をお願いします。



侵襲性細菌感染症のまとめ
• 本日は細菌性感染症の中でも重症化しやすい4疾患をご紹介しました。
最近では、県内で侵襲性髄膜炎菌感染症が発生しており、稀ですが、
特徴等お知りおきください。また、積極的疫学調査の実施や検体採取
に際して、引き続きのご協力をお願いいたします。

• 本年4月より、小児の五種混合ワクチンの開始及び高齢者肺炎球菌ワ
クチンの対象者が変更されていますので、改正点にご留意ください。

本日の情報を、日々の診療にお役立ていただければ幸いです。

（ⅴ）補足情報


